アクションポイント
2． ビジョンを確認する
2.1．ビジョンの重要性
「どこに向かって進んでいるかをはっきり理解していないなら、神の民が旅を成功のうちに全うする可能性はひどく限られてしまう。自分の人生と働きを神の召命に沿ったものとしないなら、おそらくあなたは戸惑い、疲れ、人生を浪費し、無気力になってしまうであろう。」ジョージ･バーナThe　Power　of　Vision、11ページ

「まことに、あなたがたに告げます。もし、からし種ほどの信仰があったらこの山に、『ここからあそこに移れ。』と言えば移るのです。どんなことでも、あなたがたにできないことはありません。」マタイ17：20

「イエスは、彼らの不信仰のゆえに、そこでは多くの奇跡をなさらなかった。」マタイ13：58
「神から大きなことを期待せよ。神のために大きな事業を企てよ。」ウィリアム・ケアリ

2.2．ビジョンの力
「私がこれまでに何年もかけて学んできたことが何かあったとするなら、それは、どれほど頻繁にビジョンを燃え上がらせ、自分たちがどこに向かって、何をしているかということとその理由を、どれほどくり返し人々に教える必要があるかということである。」ビル・ハイブルズ

「クリスチャンの指導者にとって、ビジョンは持っても、持たなくてもよい、というものではない。ビジョンこそが指導者を教え、進むべき道を示すものだからである。どのような理由であれ、もし神から与えられたビジョンなしに神の民を導こうとするなら、あなたは危険な遊びをしていることになる。それは神を喜ばれることもなく、人々を満足させることのない遊びである。」ジョージ・バーナ　（The　Power of Vision、16ページ）

2.3．ビジョンの源

「私たちのビジョンは神のビジョンでなかればならないから、私たちはそれをみことばから得なければならない。」ハッドソン・ロビンソン

「ビジョンを持ったクリスチャンの指導者となるためには、この世に対する神の目的をはっきりと杷握し、その目的があなたの人生と働きにどのように関わるかについて理解しなければならない。」
この世に対する神のビジョン　（主の祈り）
「御名があがめられますように」　　神の栄光のためのビジョン
「御国が来ますように」　　　　　　神の国のためのビジョン

「みこころが...行われますように。」　神のみこころのためのビジョン
2.4．ビジョンを言葉で表わす
聖書には神が「私たちのうちに働く力によって、私たちの願うところ、思うところのすべてを越えて豊かにことのできる方」（エペソ　３：２０）であると書かれている。もし絶対に失敗することはないと知った上で何かをするとしたら、あなたは神の栄光と御国のために、何をしますか？今から５年後に、みなみ野キリスト教会ではどのような働きがなされていると思いますか？（５年後のみなみ野キリスト教会の様子について考えてみてください。教会のサイズ、場所、どのような人々に伝道しているか、人々の生活がどのように変えられているか、どのような宣教の働きをしているか、どのような奉仕をしているかなどを考えてみてください。）
